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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次

第88期

第３四半期

連結累計期間

第89期

第３四半期

連結累計期間

第88期

第３四半期

連結会計期間

第89期

第３四半期

連結会計期間

第88期

会計期間
自　平成21年４月１日

至　平成21年12月31日

自　平成22年４月１日

至　平成22年12月31日

自　平成21年10月１日

至　平成21年12月31日

自　平成22年10月１日

至　平成22年12月31日

自　平成21年４月１日

至　平成22年３月31日

売上高 （千円） 35,124,50433,926,17614,598,78414,633,53944,517,350

経常利益 （千円） 1,702,4671,276,0151,502,6531,201,8561,597,005

四半期（当期）純利益 （千円） 986,267460,5341,175,295633,614825,525

純資産額 （千円） － － 10,861,19810,789,66110,550,244

総資産額 （千円） － － 63,948,36164,448,14857,438,290

１株当たり純資産額 （円） － － 760.53 754.94 738.35

１株当たり四半期（当
期）純利益金額

（円） 69.65 32.53 83.00 44.75 58.30

潜在株式調整後１株当た
り四半期（当期）純利益
金額

（円） － － － － －

自己資本比率 （％） － － 16.84 16.58 18.20

営業活動による
　キャッシュ・フロー

（千円） △1,250,272△2,523,025 － － 3,134,427

投資活動による
　キャッシュ・フロー

（千円） △1,491,395△1,391,985 － － △2,068,626

財務活動による
　キャッシュ・フロー

（千円） 5,415,7595,873,976 － － △87,610

現金及び現金同等物の四
半期末（期末）残高

（千円） － － 5,464,7535,727,1243,769,073

従業員数 （名） － － 1,629 1,592 1,623

(注) １　売上高には、消費税及び地方消費税（以下消費税等）は含まれておりません。

２　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式がないため記載しておりません。

３　従業員数は、就業人員数を記載しております。
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２ 【事業の内容】

当第３四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事

業の内容に重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。

　

３ 【関係会社の状況】

当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

　

４ 【従業員の状況】

(1)　連結会社の状況

平成22年12月31日現在

従業員数(名) 1,592（1,083）

(注)１　従業員数は、就業人員であります。

　　　２　従業員数欄の（外書）は、臨時従業員の当第３四半期連結会計期間の平均雇用人員であります。

　　　３　臨時従業員には、パートタイマーを含み、派遣社員を除いています。

　

(2)　提出会社の状況

平成22年12月31日現在

従業員数(名) 478　

(注)　　従業員数は、就業人員であります。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1)　生産実績

該当事項はありません。

　

(2)　受注実績

受注実績に金額を算出できない為「４　財政状態、経営成績及びキャッシュ・フロー状況の分析」に記

載しております。

　

(3）　販売実績

当第３四半期連結会計期間における販売実績をセグメントごとに示すと次のとおりであります。

　

セグメントの名称 　売上高(千円) 前年同四半期比(％)

物流事業 5,383,762 －

　倉庫部門 786,872 －

　港湾フォワーディング部門 1,366,584 －

　運輸部門 2,898,793 －

　３ＰＬ（サードパーティーロジスティクス）部門 331,512 －

不動産事業 872,639 －

印刷事業 8,641,677 －

その他 173,619 －

計 15,071,699 －

セグメント間の内部売上 △438,159 －

合計 14,633,539 －

(注)主な相手先別の販売実績及び販売実績に対する割合は、当該割合が100分の10未満のため記載を省略して

おります。
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２ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結会計期間における、本四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項の

うち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載

した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

　

３ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1)　経営成績の分析

当第３四半期連結会計期間におけるわが国経済は、企業収益に改善が見られ、設備投資、個人消費にも持

ち直しの動きが見られたものの、生産、輸出が減少に転じるなど足踏み状態が続いております。また、依然と

して海外景気の下振れや為替レート・株価の変動により景気が下押しされるリスクが存在し、雇用情勢は

厳しく、さらにはデフレの影響も懸念されることから引き続き予断を許さない状況となっております。

このような経済情勢のなか、当第３四半期連結会計期間の業績につきましては、物流事業においては

メーカーが増産に転じ徐々に持ち直しつつあるものの未だ厳しい状況が続くなか、全般的な貨物量に改

善が見られ売上高は前年同期に比べ増加しております。

不動産事業においては賃貸物件の解約や更新時の料金改定により売上高は前年同期に比べ減少してお

ります。

印刷事業においては印刷機更新による作業工程の変更や発行部数の減少、年賀印刷の売上の落ち込み

により売上高は前年同期に比べ減少しております。

この結果、第３四半期連結会計期間の売上高は14,633百万円（前年同四半期比0.2％増）、営業利益は

1,296百万円（前年同四半期比20.7％減）、経常利益は1,201百万円（前年同四半期比20.0％減）、四半期

純利益は633百万円（前年同四半期比46.1％減）となりました。

　

セグメントごとの業績は次のとおりであります。

①物流事業

当事業のうち、倉庫部門につきましては各地の物流センターの取扱量が回復し、売上高は786百万円

となりました。港湾フォワーディング部門につきましては、出荷量が徐々に増え、保管残高は減ったも

のの荷動きの改善により、売上高は1,366百万円となりました。運輸部門につきましては、メーカーの増

産による貨物量の改善により、売上高は2,898百万円となりました。３ＰＬ（サードパーティロジス

ティクス)部門につきましては、物流センターにおける出庫量が落ち込み、売上高は331百万円となりま

した。この結果、当事業の売上高は5,383百万円、セグメント利益は366百万円となりました。

②不動産事業

当事業につきましては、昨年度において一部の賃貸物件に中途解約が発生し、また更新時の料金改定

などにより、売上高は872百万円、セグメント利益は372百万円となりました。
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③印刷事業

当事業につきましては、婚礼及び年賀印刷の受注の落ち込みや新聞印刷の発行部数の減少、新聞印刷

機更新による作業工程の変更の影響を受け、売上高は8,641百万円、セグメント利益は1,049百万円とな

りました。

④その他

その他事業につきましては、工事関連の取扱量が堅調に推移し、売上高は173百万円、セグメント利益

は4百万円となりました。

　

(2)　財政状態の分析

当第３四半期連結会計期間末における総資産は前連結会計年度末に比べ7,009百万円増加し、64,448百

万円となりました。主な増減は、現金及び預金が1,956百万円、受取手形及び売掛金が4,022百万円、その他

(年賀事業のはがきの立替など）が2,006百万円増加し、減価償却費等により建物及び構築物が468百万

円、株価変動により投資有価証券が184百万円減少しております。

負債合計は、前連結会計年度末に比べ6,770百万円増加し、53,658百万円となりました。主な増減は、支

払手形及び買掛金が778百万円、運転資金による短期借入金が6,337百万円増加した一方、未払法人税等が

336百万円、社債償還により社債が353百万円減少しております。

純資産合計は、利益剰余金が347百万円増加し、その他有価証券評価差額金が112百万円減少し、前連結

会計年度末より239百万円増加し、10,789百万円となり、自己資本比率は16.6％となりました。

　

(3)　キャッシュ・フローの状況の分析

当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は、第２四半期連結会計期間末より2,197百

万円増加し5,727百万円（前年同四半期比4.8％増）となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動により使用された資金は、2,828百万円（前年同四半期は使用された資金2,447百万円）とな

りました。

この主な要因は、減価償却費494百万円、売上債権の増加額3,983百万円、仕入債務の増加額683百万円、

利息の支払額142百万円、法人税等の支払額332百万円などであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動により使用された資金は、512百万円（前年同四半期は使用された資金387百万円）となりま

した。

この主な要因は、有形固定資産の取得による支出449百万円などであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動によって得られた資金は、5,539百万円（前年同四半期は得られた資金4,588百万円）とな

りました。

この主な要因は短期借入金の純増額5,400百万円などであります。

　

(4)　事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結会計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生

じた課題はありません。
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第３ 【設備の状況】

(1)　主要な設備の状況

当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2)　設備の新設、除却等の計画

第２四半期連結会計期間末に計画中であったアサガミプレスセンター株式会社の輪転機設備更新工事

につきましては、平成22年12月に完了予定でありましたが、一部の設備の完了が平成23年2月に延期になり

ました。

また、当第３四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

①　【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 48,720,000

計 48,720,000

　

②　【発行済株式】

　

種類

第３四半期会計期間末現在

発行数(株)

(平成22年12月31日)

提出日現在

発行数(株)

(平成23年２月14日)

上場金融商品取引所

名又は登録認可金融

商品取引業協会名

内容

普通株式 14,180,000 14,180,000
東京証券取引所　　市
場第２部

単元株式数は1,000
株であります。

計 14,180,000 14,180,000 － －

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日

発行済株式

総数増減数

(株)

発行済株式

総数残高

(株)

資本金増減額

 

(千円)

資本金残高

 

(千円)

資本準備金

増減額

(千円)

資本準備金

残高

(千円)

平成22年12月31日 ̶ 14,180,000 － 2,189,000 － 32,991

　

(6) 【大株主の状況】

大量保有報告書の写しの送付がなく、当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりま

せん。
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(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成22年９月30日）に基づく株主名簿により記載を

しております。

①　【発行済株式】

平成22年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 　 － － ―

議決権制限株式（自己株式等） 　 － － ―

議決権制限株式（その他） 　 － － ―

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式） 　

－ 　
　普通株式 21,000

完全議決権株式（その他） 普通株式 14,120,00014,120 ―

単元未満株式 普通株式 39,000 － ―

発行済株式総数 　 14,180,000 － ―

総株主の議決権 　 － 14,120 ―

(注）1　「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が9,000株（議決権

９個）含まれております。

2　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式647株が含まれております。

　

②　【自己株式等】

平成22年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数に
対する所有株式数
割合(％)

（自己保有株式） 東京都千代田区 　 　 　 　

アサガミ株式会社 大手町2－6－2 21,000 － 21,000 0.1

計 － 21,000 － 21,000 0.1

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成22年

４月
５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

最高(円) 343 335 323 303 299 304 300 296 319

最低(円) 318 315 300 282 280 293 278 270 280

(注)　最高・最低株価は、東京証券取引所市場第２部におけるものであります。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動は、次のとおりでありま

す。

(1)　役職の異動

新役名及び職名 旧役名及び職名 氏名 異動年月日

取締役、執行役員、営業副本部長、港
湾・通関部長

取締役、執行役員、営業副本部長、市
原支店長、港湾・通関部長

川上　龍一 平成22年６月24日
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第５ 【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

なお、前第３四半期連結会計期間（平成21年10月１日から平成21年12月31日まで）及び前第３四半期連

結累計期間（平成21年４月１日から平成21年12月31日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づ

き、当第３四半期連結会計期間（平成22年10月１日から平成22年12月31日まで）及び当第３四半期連結累

計期間（平成22年４月１日から平成22年12月31日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて

作成しております。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第３四半期連結会計期間（平成21年10月

１日から平成21年12月31日まで）及び前第３四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年12月31

日まで）に係る四半期連結財務諸表並びに当第３四半期連結会計期間（平成22年10月１日から平成22年12

月31日まで）及び当第３四半期連結累計期間（平成22年４月１日から平成22年12月31日まで）に係る四半

期連結財務諸表について、公認会計士　野末昭孝氏及び公認会計士　本橋清彦氏により四半期レビューを受

けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 5,727,124 3,770,549

受取手形及び売掛金 ※5
 9,696,723 5,673,974

商品及び製品 59,519 53,908

仕掛品 2,738 15,455

原材料及び貯蔵品 692,703 693,649

繰延税金資産 110,162 332,089

その他 2,722,449 716,311

貸倒引当金 △39,793 △40,611

流動資産合計 18,971,629 11,215,327

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※1
 13,848,389

※1
 14,317,123

機械装置及び運搬具（純額） ※1
 2,409,054

※1
 1,093,409

土地 20,494,980 20,494,980

その他（純額） ※1
 1,217,740

※1
 2,406,231

有形固定資産合計 37,970,165 38,311,744

無形固定資産

のれん 608,140 858,557

借地権 1,133,814 1,133,814

その他 163,222 141,510

無形固定資産合計 1,905,177 2,133,883

投資その他の資産

投資有価証券 2,119,143 ※3
 2,303,446

長期貸付金 1,040,553 1,083,203

繰延税金資産 884,950 851,491

その他 2,232,019 2,362,634

貸倒引当金 △675,491 △823,441

投資その他の資産合計 5,601,176 5,777,334

固定資産合計 45,476,519 46,222,963

資産合計 64,448,148 57,438,290
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(単位：千円)

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 4,834,384 4,056,081

短期借入金 14,616,061 8,278,540

1年内償還予定の社債 743,780 731,280

未払法人税等 288,109 624,569

賞与引当金 149,908 488,945

その他 3,131,862 2,283,927

流動負債合計 23,764,105 16,463,343

固定負債

社債 1,743,000 2,108,640

長期借入金 20,666,447 20,663,260

再評価に係る繰延税金負債 3,398,391 3,398,391

繰延税金負債 8 120

退職給付引当金 1,451,518 1,450,500

役員退職慰労引当金 932,615 891,191

資産除去債務 23,537 －

長期預り金 1,388,164 1,479,418

その他 290,699 433,179

固定負債合計 29,894,381 30,424,702

負債合計 53,658,486 46,888,046

純資産の部

株主資本

資本金 2,189,000 2,189,000

資本剰余金 32,991 32,991

利益剰余金 3,840,855 3,493,592

自己株式 △8,186 △7,867

株主資本合計 6,054,659 5,707,716

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 230,751 343,632

土地再評価差額金 4,403,013 4,403,013

評価・換算差額等合計 4,633,764 4,746,645

少数株主持分 101,237 95,882

純資産合計 10,789,661 10,550,244

負債純資産合計 64,448,148 57,438,290
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年12月31日)

売上高 ※1
 35,124,504

※1
 33,926,176

売上原価 ※1
 27,335,371

※1
 26,747,161

売上総利益 7,789,133 7,179,014

販売費及び一般管理費

役員報酬 360,579 360,005

給料及び手当 1,895,439 1,860,920

賞与 282,084 294,229

退職給付費用 71,166 92,343

役員退職慰労引当金繰入額 42,089 42,958

その他 3,057,357 2,947,781

販売費及び一般管理費合計 5,708,716 5,598,239

営業利益 2,080,416 1,580,774

営業外収益

受取利息 24,083 23,471

受取配当金 59,377 69,590

その他 90,361 84,562

営業外収益合計 173,822 177,624

営業外費用

支払利息 461,740 419,514

社債利息 22,255 18,616

開業費償却 22,031 －

その他 45,743 44,253

営業外費用合計 551,771 482,383

経常利益 1,702,467 1,276,015

特別利益

固定資産売却益 42,669 1,780

保険差益 18,269 －

違約金収入 494,291 19,789

受取補償金 89,500 －

貸倒引当金戻入額 － 44,433

特別利益合計 644,730 66,002

特別損失

固定資産売却損 16,728 316

固定資産除却損 53,331 128,910

投資有価証券評価損 18,804 2,930

会員権評価損 820 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 7,626

貸倒引当金繰入額 226,231 －

特別損失合計 315,915 139,783

税金等調整前四半期純利益 2,031,281 1,202,234

法人税、住民税及び事業税 1,064,946 470,998

法人税等調整額 △32,794 265,346

法人税等合計 1,032,151 736,344

少数株主損益調整前四半期純利益 － 465,889

少数株主利益 12,862 5,354

四半期純利益 986,267 460,534
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【第３四半期連結会計期間】
(単位：千円)

前第３四半期連結会計期間
(自 平成21年10月１日
　至 平成21年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自 平成22年10月１日
　至 平成22年12月31日)

売上高 ※1
 14,598,784

※1
 14,633,539

売上原価 ※1
 10,738,226

※1
 11,146,675

売上総利益 3,860,557 3,486,864

販売費及び一般管理費

役員報酬 118,076 120,930

給料及び手当 653,501 634,804

賞与 98,968 98,310

退職給付費用 19,975 23,361

役員退職慰労引当金繰入額 13,559 14,118

販売促進費 488,182 453,918

その他 833,285 844,568

販売費及び一般管理費合計 2,225,549 2,190,012

営業利益 1,635,008 1,296,852

営業外収益

受取利息 8,098 7,869

受取配当金 19,353 23,459

その他 30,990 28,998

営業外収益合計 58,442 60,327

営業外費用

支払利息 155,506 141,022

社債利息 6,547 5,583

開業費償却 7,343 －

その他 21,400 8,717

営業外費用合計 190,797 155,323

経常利益 1,502,653 1,201,856

特別利益

保険差益 421 －

違約金収入 494,291 19,789

受取補償金 89,500 －

貸倒引当金戻入額 7,682 0

特別利益合計 591,895 19,789

特別損失

固定資産売却損 － 335

固定資産除却損 36,309 283

投資有価証券評価損 739 753

会員権評価損 580 －

特別損失合計 37,628 1,372

税金等調整前四半期純利益 2,056,920 1,220,274

法人税、住民税及び事業税 664,593 247,192

法人税等調整額 212,952 336,966

法人税等合計 877,546 584,158

少数株主損益調整前四半期純利益 － 636,115

少数株主利益 4,078 2,501

四半期純利益 1,175,295 633,614
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 2,031,281 1,202,234

減価償却費 1,338,838 1,361,937

繰延資産償却額 22,031 －

のれん償却額 263,130 250,417

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 7,626

貸倒引当金の増減額（△は減少） 352,934 △148,768

賞与引当金の増減額（△は減少） △321,315 △339,037

退職給付引当金の増減額（△は減少） △29,331 1,017

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 18,339 41,424

受取利息及び受取配当金 △83,461 △93,061

支払利息 483,996 438,130

為替差損益（△は益） 403 914

固定資産売却損益（△は益） △25,940 △1,463

固定資産除却損 53,331 128,910

投資有価証券評価損益（△は益） 18,804 2,930

会員権評価損 820 －

違約金収入 △494,291 △19,789

受取補償金 △89,500 －

保険差益 △18,269 －

売上債権の増減額（△は増加） △2,360,167 △4,019,131

たな卸資産の増減額（△は増加） 219,117 8,051

仕入債務の増減額（△は減少） 154,331 786,295

未払消費税等の増減額（△は減少） 95,290 2,892

その他 △1,763,512 △781,382

小計 △133,139 △1,169,851

利息及び配当金の受取額 84,110 93,693

利息の支払額 △481,527 △436,513

受取補償金の受取額 89,500 －

保険金の受取額 41,998 －

法人税等の支払額 △851,215 △1,010,352

営業活動によるキャッシュ・フロー △1,250,272 △2,523,025

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △2 －

定期預金の払戻による収入 － 1,476

有形固定資産の取得による支出 △1,226,628 △1,396,963

有形固定資産の売却による収入 10,889 3,338

固定資産の除却による支出 △16,560 △5,428

無形固定資産の取得による支出 △31,708 △65,742

投資有価証券の取得による支出 △93,322 △8,498

事業譲受による支出 △25,188 －

敷金及び保証金の差入による支出 △22,064 △7,586

敷金及び保証金の回収による収入 214,825 11,583

貸付けによる支出 △73,735 △5,200

貸付金の回収による収入 50,530 37,127

長期預り金の返還による支出 △333,244 △98,043

長期預り金の受入による収入 48,883 6,579

その他 5,930 135,373

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,491,395 △1,391,985
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(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年12月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 5,600,000 6,300,000

長期借入れによる収入 6,575,000 6,192,725

長期借入金の返済による支出 △6,102,425 △6,152,017

社債の償還による支出 △543,140 △353,140

自己株式の取得による支出 △388 △319

配当金の支払額 △113,287 △113,272

財務活動によるキャッシュ・フロー 5,415,759 5,873,976

現金及び現金同等物に係る換算差額 △403 △914

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 2,673,687 1,958,051

現金及び現金同等物の期首残高 2,791,065 3,769,073

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 5,464,753

※1
 5,727,124
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　

当第３四半期連結累計期間

(自　平成22年４月１日　至　平成22年12月31日)

会計処理基準に関する事項の変更

第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号　平成20年３月31日）

及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号　平成20年３月31日）を適用し

ております。

これにより、営業利益、経常利益はそれぞれ1,295千円、税金等調整前四半期純利益、少数株主損益調整前四半期純

利益はそれぞれ8,921千円減少しております。また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は23,537

千円であります。
　

　

【表示方法の変更】

当第３四半期連結累計期間

（自　平成22年４月１日　至　平成22年12月31日)

（四半期連結損益計算書関係）

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく財務諸表等規則等の一部

を改正する内閣府令（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用に伴い、当第３四半期連結累計期間では、「少数

株主損益調整前四半期純利益」の科目を表示しております。
　

　

　

当第３四半期連結会計期間

(自　平成22年10月１日　至　平成22年12月31日)

（四半期連結損益計算書関係）

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく財務諸表等規則等の一部

を改正する内閣府令（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用に伴い、当第３四半期連結会計期間では、「少数

株主損益調整前四半期純利益」の科目を表示しております。
　

　

【簡便な会計処理】

　

当第３四半期連結累計期間

(自　平成22年４月１日　至　平成22年12月31日)

（1）棚卸資産の評価方法

当第３四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、一部の子会社を除き実地棚卸を省略し、前連結会計年

度末の実地棚卸高を基礎として合理的な方法により算定する方法によっております。

また、棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額を見積り、簿

価切下げを行う方法によっております。

（2）固定資産の減価償却費の算定方法

定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法に

よっております。

　

　

EDINET提出書類

アサガミ株式会社(E04323)

四半期報告書

17/30



　

【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　

当第３四半期連結会計期間末

(平成22年12月31日)

前連結会計年度末

(平成22年３月31日)

※１

有形固定資産の減価償却累計額 27,698,509千円

 

※１

有形固定資産の減価償却累計額 27,147,749千円

 

 

２　偶発債務

 

２　偶発債務

連結子会社以外の会社の金融機関からの借入に対し債
務保証を行っております。

㈱オーエーコーポレーション 866,000千円

 

(1) 債務保証

連結子会社以外の会社の金融機関からの借入に対し債
務保証を行っております。

㈱オーエーコーポレーション 889,250千円

(2) 訴訟関係

千葉地区の作業現場における転落事故による損害賠償
訴訟を提起されています。なお、現在争点整理中であり、
当社が負担することになる損害の有無、損害金について
は、現時点で予測することは困難であります。

　 (3) 手形割引高

受取手形割引高 10,000千円

 

　 ※３　貸付有価証券

投資有価証券には、有価証券消費貸借契約に基づく貸
付有価証券が346,248千円が含まれております。

 

３ 貸出コミットメント契約

当社の連結子会社であるアサガミプレスセンター㈱に
おいて、設備投資資金の調達を行うため、取引銀行１行
と貸出コミットメント契約を締結しております。この契
約に基づく当四半期連結会計期間末の借入実行残高は
次のとおりであります。

貸出コミットメントの総額

借入実行額

450,000千円

365,000千円

差引額 85,000千円

 

４ 貸出コミットメント契約

当社の連結子会社であるアサガミプレスセンター㈱に
おいて、設備投資資金の調達を行うため、取引銀行１行
と貸出コミットメント契約を締結しております。この
契約に基づく当連結会計年度末の借入実行残高は次の
とおりであります。

貸出コミットメントの総額 450,000千円

借入実行額 200,000千円

差引額 250,000千円

４ 財務制限条項

当社の連結子会社であるアサガミプレスセンター㈱が
締結している貸出コミットメント契約には以下の財務
制限条項が付されており、当該条項に抵触した場合に
は、契約上のすべての債務について期限の利益を喪失
する可能性があります。

①各年度決算期の末日における当社の損益計算書及び
連結損益計算書の経常損益の金額をマイナスとしな
いこと。

②各年度決算期の末日におけるアサガミプレスセン
ター㈱の貸借対照表の純資産の部の合計額を平成21
年３月期決算末日または前年度決算末日の純資産の
部の合計のいずれか大きいほうの70％以上維持する
こと。

③各年度決算期の末日におけるアサガミプレスセン
ター㈱の損益計算書の税引後当期純利益の金額をマ
イナスとしないこと。

 

※５ 四半期連結会計期間末日満期手形の処理

四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理について
は、手形交換日をもって決済処理しております。

なお、当第３四半期連結会計期間末日が、金融機関の休
日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手
形が、四半期連結会計期間末残高に含まれております。

受取手形 4,556千円

５ 財務制限条項

当社の連結子会社であるアサガミプレスセンター㈱が
締結している貸出コミットメント契約には以下の財務
制限条項が付されており、当該条項に抵触した場合に
は、契約上のすべての債務について期限の利益を喪失
する可能性があります。

①各年度決算期の末日における当社の損益計算書及び
連結損益計算書の経常損益の金額をマイナスとしな
いこと。

②各年度決算期の末日におけるアサガミプレスセン
ター㈱の貸借対照表の純資産の部の合計額を平成21
年３月期決算末日または前年度決算末日の純資産の
部の合計のいずれか大きいほうの70％以上維持する
こと。

③各年度決算期の末日におけるアサガミプレスセン
ター㈱の損益計算書の税引後当期純利益の金額をマ
イナスとしないこと。
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(四半期連結損益計算書関係)

第３四半期連結累計期間

　

前第３四半期連結累計期間

(自　平成21年４月１日

　至　平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間

(自　平成22年４月１日

　至　平成22年12月31日)

※１　一部の子会社の売上高は、通常の営業形態として

下期に受注が集中するため、第３四半期連結累計期間の

売上高及び営業費用が上期と比較して著しく増加する

傾向にあります。　

※１　左のとおりであります。

　 　

　

第３四半期連結会計期間

　

前第３四半期連結会計期間

(自　平成21年10月１日

　至　平成21年12月31日)

当第３四半期連結会計期間

(自　平成22年10月１日

　至　平成22年12月31日)

※１　一部の子会社の売上高は、通常の営業形態として

下期に受注が集中するため、第３四半期連結会計期間の

売上高及び営業費用が上期と比較して著しく増加する

傾向にあります。

※１　左のとおりであります。

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　

前第３四半期連結累計期間

(自　平成21年４月１日

　至　平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間

(自　平成22年４月１日

　至　平成22年12月31日)

※１ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結

貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

(平成21年12月31日現在)

※１ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結

貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

(平成22年12月31日現在)

現金及び預金 5,466,230千円

預入期間が3ヶ月超の定期預金 △1,476千円

現金及び現金同等物 5,464,753千円

　

現金及び預金 5,727,124千円

預入期間が3ヶ月超の定期預金 －千円

現金及び現金同等物 5,727,124千円
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(株主資本等関係)

当第３四半期連結会計期間末（平成22年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　

至　平成22年12月31日）

１　発行済株式に関する事項

株式の種類
当第３四半期

連結会計期間末

　普通株式（株） 14,180,000

　

２　自己株式に関する事項

株式の種類
当第３四半期

連結会計期間末

　普通株式（株） 22,021

　

　

３　配当に関する事項

(1)　配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

（千円）

１株当たり

配当額（円）
基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年6月24日
定時株主総会

普通株式 113,272 8 平成22年３月31日平成22年６月25日利益剰余金

　

(2)　基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効

力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

　　　　該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【事業の種類別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間（自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日）

　

　
物流事業

(千円)

不動産事業

(千円)

印刷事業

(千円)

販売事業

(千円)

その他事業

(千円)

計

(千円)

消去又は
全社

(千円)

連結

(千円)

売上高 　 　 　 　 　 　 　 　

(1)外部顧客に対する
売上高

4,964,394511,3068,952,35728,713142,01214,598,784－ 14,598,784

(2)セグメント間の内
部売上高又は振替
高

4,466379,781168 － － 384,415(384,415)－

計 4,968,860891,0878,952,52528,713142,01214,983,199(384,415)14,598,784

営業利益又は営業損失
（△）

308,104384,3861,484,229△33,2268,1632,151,657(516,649)1,635,008

(注) １　事業の区分は、内部管理上採用している区分によっております。

２　各区分の主な内容は次のとおりであります。

(1) 物流事業　　　港湾運送、海上運送、通関、倉庫、陸上運送、荷役

(2) 不動産事業　　土地建物賃貸

(3) 印刷事業　　　印刷業

(4) 販売事業　　　物品販売

(5) その他事業　　建築工事、その他

３　「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載のとおり、第１四半期連結会計期

間より、「工事契約に関する会計基準」（企業会計基準第15号　平成19年12月27日）及び「工事契約に関する

会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第18号　平成19年12月27日）を適用しております。

　

前第３四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日）

　

　
物流事業

(千円)

不動産事業

(千円)

印刷事業

(千円)

販売事業

(千円)

その他
事業

(千円)

計

(千円)

消去又は
全社

(千円)

連結

(千円)

売上高 　 　 　 　 　 　 　 　

(1)外部顧客に対する
売上高

14,662,4472,078,19716,669,6041,193,687520,56735,124,504－ 35,124,504

(2)セグメント間の内
部売上高又は振替
高

13,2891,114,056228 － － 1,127,574(1,127,574)－

計 14,675,7363,192,25416,669,8331,193,687520,56736,252,079(1,127,574)35,124,504

営業利益又は営業損失
（△）

1,001,5091,349,6711,379,645△66,27723,7823,688,331(1,607,915)2,080,416

(注) １　事業の区分は、内部管理上採用している区分によっております。

２　各区分の主な内容は次のとおりであります。

(1) 物流事業　　　港湾運送、海上運送、通関、倉庫、陸上運送、荷役

(2) 不動産事業　　土地建物賃貸

(3) 印刷事業　　　印刷業

(4) 販売事業　　　物品販売

(5) その他事業　　建築工事、その他

３　「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載のとおり、第１四半期連結会計期

間より、「工事契約に関する会計基準」（企業会計基準第15号　平成19年12月27日）及び「工事契約に関する

会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第18号　平成19年12月27日）を適用しております。この結果、従

来の方法と比較して、当第３四半期連結累計期間のその他事業の営業利益は31,130千円増加しております。
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【所在地別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間（自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日）及び前第３四半期連結累計期間

（自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日）

　全セグメントの売上高の合計に占める日本の割合が、90％を超えるため、所在地別セグメント情報の記載を

省略しております。

　

　

【海外売上高】

前第３四半期連結会計期間（自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日）及び前第３四半期連結累計期間

（自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日）

　該当事項はありません。
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【セグメント情報】

　

（追加情報）

第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号  

平成21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指

針第20号  平成20年３月21日）を適用しております。

　
１  報告セグメントの概要

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が経営資

源の配分の決定及び業績を評価するために定期的に検討を行う対象となっているものであります。

当社グループは、サービスの種類別のセグメントから構成され、主に「物流事業」「不動産事業」、「印刷

事業」の事業活動を展開しており、当社及びグループ会社が構成するこれら事業の種類別の区分により、当社

及びグループ会社ごとに経営を管理しております。

したがって当社グループは、事業別のセグメントから構成されており、「物流事業」、「不動産事業」、「印

刷事業」の３つを報告セグメントとしております。

「物流事業」は港湾及び海上運送業、通関業、倉庫業、陸上運送業などを行っております。「不動産事業」は

不動産等の賃貸及び管理業を行っております。「印刷事業」は新聞印刷業及び年賀・婚礼印刷業を行ってお

ります。

　

２  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

当第３四半期連結累計期間（自  平成22年４月１日  至  平成22年12月31日）

（単位：千円）

　
報告セグメント

その他
(注)

合計
物流事業 不動産事業 印刷事業 計

売上高 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 16,082,7361,390,82716,081,00933,554,573371,60333,926,176

  セグメント間の内部
売上高又は振替高

2,9971,156,809 625 1,160,432116,2881,276,720

計 16,085,7332,547,63616,081,63534,715,005487,89135,202,896

セグメント利益 1,197,0591,073,030796,7873,066,87712,4103,079,288

(注) 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、建築工事事業及び人材派遣事業を含ん

でおります。

　

当第３四半期連結会計期間（自  平成22年10月１日  至  平成22年12月31日）

（単位：千円）

　
報告セグメント

その他
（注）

合計
物流事業 不動産事業 印刷事業 計

売上高 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 5,382,906472,7938,641,60114,497,301136,23814,633,539

  セグメント間の内部
売上高又は振替高

855 399,846 75 400,777 37,381 438,159

計 5,383,762872,6398,641,67714,898,079173,61915,071,699

セグメント利益 366,681372,7871,049,0691,788,5384,2791,792,817

(注) 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、建築工事事業及び人材派遣事業を含ん

でおります。 

　

３  報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）
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当第３四半期連結累計期間（自  平成22年４月１日  至  平成22年12月31日）

（単位：千円）

利    益 金    額

報告セグメント計 3,066,877

「その他」の区分の利益 12,410

セグメント間取引消去 3,127

全社費用（注） △1,501,640

四半期連結損益計算書の営業利益 1,580,774

(注) 全社費用は、親会社本社の管理部門に係る費用であります。

　

当第３四半期連結会計期間（自  平成22年10月１日  至  平成22年12月31日）

（単位：千円）

利    益 金    額

報告セグメント計 1,788,538

「その他」の区分の利益 4,279

セグメント間取引消去 1,091

全社費用（注） △497,056

四半期連結損益計算書の営業利益 1,296,852

(注) 全社費用は、親会社本社の管理部門に係る費用であります。

　

４  報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額

当第３四半期連結会計期間末

（平成22年12月31日）

前連結会計年度末

(平成22年３月31日)

１株当たり純資産額 754.94円

　

１株当たり純資産額 738.35円

　

(注)　１株当たり純資産額の算定上の基礎

　
当第３四半期連結会計期間末

(平成22年12月31日)

前連結会計年度末

(平成22年３月31日)

純資産額の合計額（千円） 10,789,661 10,550,244

純資産の部の合計額から控除する金額（千円） 101,237 95,882

　（うち少数株主持分）（千円） (101,237) (95,882)

普通株式に係る純資産額（千円） 10,688,424 10,454,361

１株当たり純資産額の算定に用いられた四半期連
結会計期間期末（連結会計年度末）の普通株式の
数（株）

14,157,979 14,159,003

　

２　１株当たり四半期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額

第３四半期連結累計期間

前第３四半期連結累計期間

(自　平成21年４月１日

　至　平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間

(自　平成22年４月１日

　至　平成22年12月31日)

１株当たり四半期純利益金額 69.65円

 

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額に
ついては、潜在株式がないため記載しておりません。

１株当たり四半期純利益金額
32.53円

 

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額に
ついては、潜在株式がないため記載しておりません。

　 　

(注)　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎

　

前第３四半期連結累計期間

(自　平成21年４月１日

　至　平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間

(自　平成22年４月１日

　至　平成22年12月31日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益（千円） 986,267 460,534

普通株式に係る四半期純利益（千円） 986,267 460,534

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式の期中平均株式数（株） 14,160,678 14,158,645
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第３四半期連結会計期間

前第３四半期連結会計期間

(自　平成21年10月１日

　至　平成21年12月31日)

当第３四半期連結会計期間

(自　平成22年10月１日

　至　平成22年12月31日)

１株当たり四半期純利益金額 83.00円

 

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額に
ついては、潜在株式がないため記載しておりません。

１株当たり四半期純利益金額 44.75円

 

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額に
ついては、潜在株式がないため記載しておりません。

(注)１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎

　

前第３四半期連結会計期間

(自　平成21年10月１日

　至　平成21年12月31日)

当第３四半期連結会計期間

(自　平成22年10月１日

　至　平成22年12月31日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益（千円） 1,175,295 633,614

普通株式に係る四半期純利益（千円） 1,175,295 633,614

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式の期中平均株式数（株） 14,160,378 14,158,259

　

(重要な後発事象)

当第３四半期連結会計期間（自　平成22年10月１日　至　平成22年12月31日）

該当事項はありません。
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２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成22年２月９日

アサガミ株式会社

取締役会  御中

　

　
野末公認会計士事務所

　 　 公認会計士    野    末    昭    孝    印

　
本橋公認会計士事務所

　 　 公認会計士    本    橋    清    彦    印

　
私たちは、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているアサガミ

株式会社の平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(平成21

年10月１日から平成21年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成21年４月１日から平成21年12月31

日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結

キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者

にあり、私たちの責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

私たちは、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビュー

を行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施

される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

私たちが実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当

と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、アサガミ株式会社及び連結子会社の平成21年12月

31日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成

績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項が

すべての重要な点において認められなかった。

　
会社と私たちの間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成23年２月９日

アサガミ株式会社

取締役会  御中

　

　

野末公認会計士事務所

　 　 公認会計士    野    末    昭    孝    印

　
本橋公認会計士事務所

　 　 公認会計士    本    橋    清    彦    印

　
私たちは、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているアサガミ

株式会社の平成22年４月１日から平成23年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(平成22

年10月１日から平成22年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成22年４月１日から平成22年12月31

日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結

キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者

にあり、私たちの責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

私たちは、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビュー

を行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施

される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

私たちが実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当

と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、アサガミ株式会社及び連結子会社の平成22年12月

31日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成

績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項が

すべての重要な点において認められなかった。

　
会社と私たちの間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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